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昨年８月に環境省の第４次レッドリスト（以下、環境省版レッドリスト）が公表されました。

皆さまに身近な生き物では、「ヤクヤモリ」が新たに絶滅危惧種に追加されるなどの変更があり

ました。 ※環境省版レッドリストは生物多様性センターHPからご覧になれます。 

 環境省版レッドリストとは？ 

 日本に生息・生育する野生生物について、個々の種の絶滅の危険度

を科学的・客観的に評価し、まとめたもの。 

 捕獲規制を伴うものではありませんが、更なる情報収集を行い、種

の保存法に基づく国内希少野生動植物種に指定するなど、必要な保

護措置が講じられることもあります。 

 分類とカテゴリー（ランク） 

 動物は、①哺乳類 ②鳥類 ③爬虫類 ④両生類 ⑤汽水･淡水魚類 ⑥

昆虫類 ⑦貝類 ⑧その他無脊椎動物、植物は、⑨植物Ⅰ（維管束植

物）⑩植物Ⅱ（維管束植物以外）の合計 10 分類群。 

 カテゴリー（ランク）は、右表の通り。太枠内が絶滅のおそれのあ

る種（絶滅危惧種）。 

 屋久島国立公園に関わる掲載種は？ 

 動物では、エラブオオコウモリ（ⅠA類）、アカウミガメ（ⅠB類） 

など、植物では、ヤクシマタニイヌワラビ（ⅠA類）、ヤクシマリ 

ンドウ（ⅠB類、右図）など。 

 今回の見直しで、ヤクシマタゴガエルが準絶滅危惧として追加。 
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これらの種が将来にわたって存続できるように、見守りましょう！！ 

☆環境省の第４次レッドリストについて 

昨年実施した表題の写真展を屋久島環境文化村センター及び屋久

杉自然館で再度実施することになりました。九州６地区のアクテ

ィブレンジャーが、各地区の美しい自然や現在生じている問題な

どについて撮影した写真です。是非、ご覧下さい。 
・屋久島環境文化村センター 期間：2月 22 日～3月 7 日 

・屋久杉自然館       期間：3月 8日～3月 21 日 

世界遺産センター情報 Information 
九州地区アクティブレンジャー写真展 

図.ヤクシマリンドウ 

表.レッドリストのカテゴリー 



※「自然に親しむ集い」のお知らせは、屋久島町のご協力により配布されています。 

 

 

 

 

    石石こころろにに親親ししむむ  

    ～～石石こころろかからら探探るる屋屋久久島島のの地地質質とと鉱鉱物物～～  
 

共催 ／ 屋久島町、屋久島環境文化財団、九州地方環境事務所 
 

開催日時 ／ 平成２５年２月１７日（日） ８：４０～１２：３０（受付８：３０） 
 

開催場所 ／  宮之浦川河口、梅渓鉱山跡、屋久島総合自然公園 
 

◇定員 ／ １５名（先着順） 
 

◇参加対象 ／ 小学生（高学年）以上 （小学生は保護者同伴） 
 

◇参加料 ／ １人 ３００円 

   ※ ご家族で参加される場合は、２人目から１人当たり１００円となります。 

    ※ 屋久島の地質ガイド（屋久島環境文化財団発行）をお持ちの方はご持参ください。 

ご購入を希望される方は応募の際にお申し出ください（１冊 800 円）。 
 

◇集合・解散場所 ／ 屋久島離島開発総合センター 
 

◇応募方法 ／１月２１日（月）～２月８日（金）の間に、電話、メール、ファックスにて、 

屋久島自然保護官事務所までご応募ください。メール・ファックスの場合 

は、必ず住所・氏名・自宅の電話番号をご記入ください。応募は“先着順” 

とさせていただきます。 
 

◇服装、持ち物など ／動きやすい服装、軍手、雨具（カッパ、雨靴、傘）、飲み物など 

                 ※ ルーペをお持ちの方はご持参ください。 
 

◇その他 ／悪天候などのため中止する場合は、前日１９時までに 電話連絡致します。 

         

                                     

 

講師は屋久島地学同好会の中川正二郎さん

（ナカガワスポーツ代表）です。 

ツグミ科 シロハラ 
Turdus pallidus 

いきものコラム 第７回 冬鳥を見よう。 
冬でも暖かい屋久島には、多くの冬鳥が来島します。今回紹介するいき 

ものは、冬鳥の中でも特に目につきやすい『シロハラ』です。地上を跳ね 

ながら移動し、昆虫などの餌を探している様子を見ることができます。山 

地だけでなく、田んぼや公園などの里地でも見ることができる身近な鳥で 

す。その他の冬鳥として、ツグミ、ムクドリ、ハクセキレイやカモの仲間 

などが渡ってきます。暖かい服装をして冬鳥を観察してみましょう。 

  （参考文献：屋久島の野鳥  尾上和久） 

 

 

宮之浦川流域の地
質を石ころひろい
から学びます。もし
かすると、お宝の発
見もあるかも！ 


